
⑰イオン水生成装置による直播栽培農法確立と直播普及プ
ロジェクト（実証地：茨城県、岩手県、福井県）

○根量を増加させるイオン水の生成装置を活用した直播水稲栽培の収量増

実証の目標

実証の背景と課題

○水稲の直播栽培は、労働時間と資材費を大幅に削減できる一方で、根張りの
悪さや倒伏が多く、収量と食味が大きく低下し、普及上の大きな課題

○直播栽培の普及上、生産者の追加的な作業負担がなく播種時の根張りを向上
させ、米の収量増加を可能にする技術が必要

○ほ場に設置したイオン水生成装置により、根量を増加させて倒伏を防ぎ、水
稲の収量を向上

○適切な時期にイオン水を施用することにより、食味（品質）に影響するタン
パク質含有量の抑制が可能

実証したシステムの概要

実証された効果の例（20haの稲作経営での事例）
イオン水生成装置

○各地の実証栽培において収量は平均で＋15.9%(79.8kg増加)
○食味調査においてタンパク質の含有量を収量を維持した状態で-1.1%抑制
○雑草（ノビエ）の発生を84.9%抑制

⇒10aあたり、収量の増加17,224円、肥料費等の削減3,354円、労働費の削
減16,273円、合計36,851円の所得向上効果
（利用料：オプション機器により装置の価格が異なるため、以下の『問い合わ

せ先等』へご連絡下さい。）

○全国的に販売を展開
普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：ハイパーアグリ株式会社
電話番号：03-5413-7417
http://www.hyper-agri.com/

コンソーシアムの代表 農業界：(有)アグリ山崎
経済界：ハイパーアグリ(株)

（実証結果）

平成28 年7 月
ひとめぼれ

左（無処理）
右（処理）
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⑱次世代水田管理作業体系確立コンソーシアム
（実証地：茨城県、岐阜県）

○水田ほ場内からの畦畔の草刈りを可能にする、乗用管理機に装着可能なアー
ム式草刈機の開発

実証の目標

実証の背景と課題

○畦畔の除草作業は傾斜がきつく、手持ち式の草刈り機による作業ではケガを
する危険性が高い。

○病害虫の発生抑制のため草刈りは必要な作業である一方、雑草が繁茂する夏
場の生産者の身体的な負担が大きい草刈作業について、負荷軽減が必要

○稲作用の乗用管理機に装着可能なアーム式草刈り機を開発
○乗用管理機に乗ったまま低負荷で安全に畦畔の草刈りを行うことが可能

実証したシステムの概要

実証された効果の例（30haの稲作経営での事例）

水田畦畔からの草刈（乗用管理機とアタッチメント）

○30haの水田の畦畔面積を180aと仮定すると、
作業時間は手刈りの場合60時間、乗用管理機用草刈機の場合25時間。
年間３回刈るとすると年間315,000円の労務費削減効果となる。
（利用料：使用する乗用管理機により価格が異なるため、以下の『問い合わせ

先等』へご連絡下さい。）

○全国的に販売を展開
普及の状況

●問い合わせ先等
企 業 名 ：株式会社丸山製作所 お客様相談窓口 <丸山サポートセンター>
電話番号：0120-898-114 （無償通話）
http://www.maruyama.co.jp/products/13/index.html

コンソーシアムの代表 農業界：(有)横田農場
経済界：三陽機器(株)

（（株）丸山製作所）
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⑲簡易な農地改良技術開発コンソーシアム
（実証地：石川県）

○農業用ICTブルドーザーによるほ場の均平化と簡易な農地改良

実証の目標

実証の背景と課題

○区画整理済みほ場（20ａ以上）では、生育ムラによる収量変動があり、ほ場
の均平化を高度化する必要

○建設現場で使用されているブルドーザーなどの重機は農機に比べ耐久性が高
いが、使用するには農業用に改編した使用マニュアルが必要

○ほ場の均平化を±15㎜以内の精度にする農業用ICTブルドーザーを提供（オ
ペレーター付き請負も可能）

○均平のほか、アタッチを交換して、耕起、排水性向上（弾丸暗渠）、水路横
道路等の簡易な農地改良作業について、農業者自身で自力施行できる装置と
作業用マニュアルを開発・提供

実証したシステムの概要

実証された効果の例（20haの稲作経営での事例）

ICTブルドーザーを使用した均平化作業

○ICTブルドーザーによる高精度な均平化（±15㎜以内）がなされたほ場は対照
ほ場（均平化±35㎜以内）のほ場に比べ、生育ムラが解消され収量が4%向上。
⇒13,080円/10aの生産所得向上効果

○普及に向けて県内農家に研修を実施しており、これまでに17経営体が受講
普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：公益財団法人 いしかわ農業総合支援機構
電話番号：076-225-7621
https://www.inz.or.jp 

コンソーシアムの代表 農業界：農事組合法人上畠農業機械利用組合
経済界：(株)小松製作所

均平化前のほ場 均平化後のほ場
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⑳新世代稲作農機開発コンソーシアム
（実証地：岐阜県）

○中山間地域で実用可能な自動操舵除草ボート及び水田用自動止水装置の開発
実証の目標

実証の背景と課題

○水田内走行専用除草ボートの多くは、薬剤（養液）散布専用、大型、高額の
ものが多く、中山間地域への導入が困難

○水田の水管理用自動止水装置も、その多くは、複雑で高価であり、電源を必
要とするため中山間地域への導入が困難

○中山間地域に導入可能な無線操縦式水田内チェーン除草機とＧＰＳ位置情報
システムを搭載した自動操舵式水田内除草ボートにより除草作業を効率化

○簡易・安価で電源不用の水田用水自動止水装置により人件費を削減

実証したシステムの概要

○自動操舵式水田内除草機により、10aあたりの除草時間を1～2分に短縮可能。
○自動止水装置導入により、水管理に係る作業時間が50％削減

（利用料：自動止水装置『水田当番』15,000円/個）

○岐阜県飛騨地域で広く普及販売しており全国からの要望にも対応
普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：未来工業株式会社
電話番号：0584-68-0008
https://www.mirai.co.jp/product/other/

コンソーシアムの代表 農業界：(株)和仁農園
経済界：(株)インフォファーム

実証された効果の例

自動止水装置「水田当番」 除草ボート 自動操舵システム
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㉑飼料米リキッドフィードコンソーシアム
（実証地：熊本県）

○低コストリキッド飼料給餌システムの開発

実証の目標

実証の背景と課題
○海外製のリキッド（発酵）飼料製造装置は英語マニュアルの解読や定期メン

テナンスが必要な消耗の激しい機械であり、メンテナンスが容易な国産製品
が必要

○豚の飼料米加工への志向性対応やランニングコストも含めた国産リキッド飼
料給餌方法の確立が必要

○国産飼料米と未利用資源（野菜くず、パンくず等）を活用した安価で有用な
リキッド（発酵）飼料の製造装置を開発・提供

○飼料米の籾ベースでの仕入れ単価や部品交換を考慮してコスト試算するとと
もに飼料米農家や野菜農家へ堆肥を提供して資源循環を構築

実証したシステムの概要

実証された効果の例（飼養頭数25,000頭の養豚経営での事例）

リキッド飼料製造装置

○同機能の海外設備に比べ、導入コストを46%削減（64,800千円に対し35,064
千円）

○配合飼料に比べ飼料コストを42%削減（配合飼料36円/kgに対し21円/kg）
（利用料：農場の規模や設置場所のレイアウトにより異なるため、以下の『問

い合わせ先等』へご連絡下さい。）

○全国的に販売を展開（受注販売）
普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：オルタナフィード株式会社
電話番号：03-6868-4159
http://alternafeed.com/product.php

コンソーシアムの代表 農業界：セブンフーズ(株) 
経済界：オルタナフィード(株)
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㉒寒冷地地域資源活用型木質ボイラー普及コンソーシア
ム（実証地：北海道）

○低コスト木質バイオマスボイラーによる施設暖房の開発

実証の目標

実証の背景と課題

○施設園芸の冬期暖房コストを低減する設置コスト及びランニングコストの安
い暖房装置が必要

○間伐材やダム流木材等の有効活用が必要
○地域の未利用資源である間伐材の安定的な確保とその活用が課題

○地域資源である未利用間伐材等を燃料源とする温室対応用の木質バイオマス
ボイラー（温風発生器）を海外製に比べ安価に開発・提供

○国有林等からの間伐材等を安定的に調達する手段を確立
○間伐材やダム流木材等を燃料として利用できることを実証

実証したシステムの概要

実証された効果の例（0.5haの施設園芸経営での事例）

木質バイオマスボイラー（試験機）

○重油ボイラーに比べ、冬期の暖房に係るランニングコストを約40%削減

コンソーシアムの代表 農業界：(有)余湖農園
経済界：帝人エンジニアリング(株)
（東洋ケミカルエンジニアリング）
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燃料（間伐材、ダム流木材等）置場

○全国的に販売を展開
普及の状況

●問い合わせ先等
企業名：東洋ケミカルエンジニアリング株式会社
電話番号：0475-27-2727
https://toyochemical.com/businesses/renewable-energy/
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